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キャンパスレポート
旬の食材を使った料理を酒田市食生活改善推進員が紹介します

酒田の旬

人
中
、
一
番
目
の
演
武
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

最
初
の
演
武
が
採
点
の
基
準
に
な
り
、
不

利
と
さ
れ
る
順
番
だ
っ
た
の
で
「
全
員
の

演
武
が
終
わ
る
ま
で
、
と
て
も
緊
張
し
て

い
ま
し
た
」
と
大
会
を
振
り
返
り
ま
す
。

世
界
の
強
豪
に
挑
む

　
現
在
、
10
月
17
日
㈮
に
日
本
武
道
館
で

行
わ
れ
る
世
界
大
会
に
向
け
、
週
３
回
〜

６
回
の
練
習
に
励
ん
で
い
る
鈴
木
君
。「
数

稽
古
が
き
つ
い
で
す
。
方
向
転
換
す
る
回

転
が
少
し
苦
手
な
の
で
、
繰
り
返
し
練
習

し
て
い
ま
す
」
と
練
習
の
苦
労
を
語
り
ま

す
。
数
稽
古
は
、
７
つ
の
形
を
数
十
回
ず

つ
連
続
し
て
行
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
か
。

「
練
習
後
、
残
っ
て
稽
古
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
回
転
も
反
復
練
習
で
、
少
し
ず

つ
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
」
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

　
鈴
木
君
の
指
導
者
で
日
本
空
手
協
会
山

形
県
本
部
事
務
局
の
奥
山
さ
ん
は
「
背
は

小
さ
い
け
れ
ど
ス
ピ
ー
ド
と
キ
レ
で
勝
負

で
き
る
。
欠
点
が
な
く
、
全
て
の
レ
ベ
ル

が
平
均
以
上
。
今
後
の
稽
古
で
必
ず
世
界

で
も
入
賞
を
狙
え
る
」
と
鈴
木
君
の
活
躍

に
太
鼓
判
を
押
し
ま
す
。

 

「
自
分
の
持
ち
味
を
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
。
と
に
か
く
稽
古
を
頑
張
っ
て
世
界

大
会
も
勝
ち
た
い
で
す
」
と
語
る
鈴
木
君

か
ら
は
、世
界
を
見
据
え
る
、力
強
く
ま
っ

す
ぐ
な
風
を
感
じ
ま
し
た
。
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イングリッシュサマースクールを受講して

太田 真
まな

実
み
（1年）

全
国
小
学
４
年
生
の
頂
点
へ

 

「
優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
は
、
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
笑
顔
で
答
え
て

く
れ
た
鈴
木
君
が
、
空
手
を
始
め
た
の

は
幼
稚
園
年
長
の
時
。
そ
の
こ
ろ
か
ら

頭
角
を
現
し
、
始
め
て
半
年
後
の
県
大

会
「
幼
児
形
の
部
」
で
優
勝
し
、
３
年

生
の
昨
年
は
、
東
北
大
会
で
初
出
場
初

優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め
た
そ
う
で
す
。

そ
の
年
の
全
国
大
会
で
は
準
優
勝
で
し

た
が
、
４
年
生
に
な
っ
た
今
年
つ
い
に

優
勝
し
ま
し
た
。

　
形
の
試
合
形
式
は
６
つ
の
形
の
中
か

ら
審
判
が
選
ん
だ
も
の
を
、
１
対
１
で

同
時
に
行
う
紅
白
戦
で
勝
敗
を
決
め
、

８
人
に
な
る

ま
で
競
う
も

の
。
決
勝
は

１
人
ず
つ

「
得
意
形
」

の
演
武
を
行

い
、
得
点
を

競
い
ま
す
。

鈴
木
君
は
８

　小麦粉で作った団子が入る汁を
すいとんと言いますが、今回はごは
んで作るすいとんを紹介します。具
だくさんにしてお召し上がりください。

【作り方】
①ごはんをすり鉢とすりこぎなどでつぶし、片栗粉を混ぜ合わせる。

よく混ざったら一口大に丸める。
②鶏モモ肉は一口大に切る。コンニャクは一口大にちぎり、熱湯をか

けておく。ゴボウは笹がきにし、水をはったボウルに入れてあくを
抜いておく。ニンジンはいちょう切り、長ネギは斜め薄切りにする。

③鍋にゴボウ、ニンジン、コンニャク、だし汁を入れて火にかける。
④野菜が柔らかく煮えてきたら、鶏肉を加える。鶏肉に火が通ったと

ころでネギ、ごはん団子を加えて3分～4分煮る。
⑤しょうゆ、酒で味を調える。

【材料】（4人分）
・ごはん 400㌘
・片栗粉 60㌘
・鶏モモ肉 200㌘
・板コンニャク 120㌘
・ゴボウ 40㌘

・ニンジン 100㌘
・長ネギ 120㌘
・だし汁 800㏄
・しょうゆ 大さじ2+小さじ2
・酒 大さじ1

すいとん6

食生活改善推進員からの
ごはん団子の固さは片栗粉で調節してく
ださい。丸めずにちぎって入れても良い
です。

１
分
間
に
３
０
０
本
、１
日
で
１
万
４

千
本
の
ボ
ト
ル
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

Suzuki  Ryodai

鈴木 量大君（中央西町）
琢成小学校４年生
第57回文部科学大臣杯小学生・中学生全国空手道選手権大会形優勝

今月の人

　私は夏休み中、東北公益文科大学とテンプル大学が提携
して開講されたイングリッシュサマースクールを受講しま
した。内容は、ネイティブの先生の指導のもと、英語でディス
カッションやプレゼンテーションをするというものでした。
　教室での会話は全て英語で交わされましたが、これが予
想以上に難しく、語

ご
彙
い
力とリスニングの向上の必要性を感

じました。また、この講義は自分とは異なる年代の人達と
関わる機会でもありました。英語での意思疎通は、普段の
何気なく交わす会話より深く相手の考えや気持ちを考える
必要があり、良い経験が
できました。
　今回の講義では、特に
人との関わりの重要性を
認識しました。今後は日
頃から相手の気持ちを考
えたコミュニケーション
を心掛けていきたいです。

世界大会に向け形稽古に励む鈴木君
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市内企業の優れた技術力や製品、サービスを紹介します。

各
種
清
涼
飲
料
水
を
取
り
揃
え
て
い

ま
す
。
背
の
低
い
ボ
ト
ル
は
新
Ｓ
Ｅ

Ｎ
キ
ャ
ッ
プ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

製品ラインナップ 鳥海工場の製造ライン

vol.
18

株式会社 フレッシュ

品質保証部 課長 菊池 淳子 さん

【企業の概要】
沿　　革  平成17年設立、同年東京事務所開設
商　　号  株式会社フレッシュ 
資 本 金  1,000万円
住　　所  酒田市升田字上新田66-1 ☎61-1021
代 表 者  代表取締役社長 鈴木 良博
従業員数  16人
事業内容  各種清涼飲料水の製造・販売
ホームページ  http://www.fresh-ss.co.jp/

今月は

秀
峰
鳥
海
山
の
伏
流
水

　
鳥
海
山
に
降
る
雨
や
雪
は
、
ブ
ナ
な
ど

の
原
生
林
に
滲し

み
込
み
、
長
い
年
月
を
か

け
て
地
中
で
磨
か
れ
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
の
豊

富
な
伏
流
水
と
な
り
ま
す
。
当
社
は
井
戸

か
ら
そ
の
伏
流
水
を
採
水
し
、
大
手
飲
料

メ
ー
カ
ー
の
製
造
受
託
を
中
心
と
し
て
、各

種
清
涼
飲
料
水
の
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
伏
流
水
は
、
短
時
間
に
高
温
殺
菌
し
て
、

本
来
の
風
味
を
保
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
味
や
香
り
の
検
査
、
微
生
物
検
査
な

ど
を
厳
し
く
行
い
、
製
品
の
品
質
に
は
万

全
を
期
し
て
い
ま
す
。

独
自
技
術
と
地
元
特
産
物
を
生
か
し
て

　
当
社
が
開
発
し
た
「
新し

ん
せ
ん

Ｓ
Ｅ
Ｎ
キ
ャ
ッ

プ
®
」
は
、
遮
光
性
、
密
封
性
に
優
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
用
の
機
能
性
キ
ャ
ッ
プ
で

す
。
キ
ャ
ッ
プ
内
部
に
お
茶
、
乳
酸
菌
、

酵
素
な
ど
の
粉
末
を
窒
素
ガ
ス
と
と
も
に

充
填て

ん
し
、完
全
密
封
す
る
こ
と
で
、鮮
度
が

保
た
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ッ
プ
を
伏

流
水
の
入
っ
た
ボ
ト
ル
に
取
り
付
け
、
粉

末
と
水
が
分
か
れ
た
状
態
で
出
荷
し
ま
す
。

　
飲
用
す
る
際
に
キ
ャ
ッ
プ
を
回
す
と
、

キ
ャ
ッ
プ
の
内
ぶ
た
が
開
き
、
粉
末
と
水

が
混
ざ
り
合
う
こ
と
で
、
作
り
た
て
の
お

い
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
後
は「
新
Ｓ
Ｅ
Ｎ
キ
ャ
ッ
プ
®
」と
地

元
の
特
産
物
を
使
っ
た
製
品
開
発
を
行
い
、

海
外
に
も
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

１
分
間
に
３
０
０
本
、１
日
で
１
万
４

千
本
の
ボ
ト
ル
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

本社 鳥海工場

元
気
な
高
齢
者
が
活
躍
す
る
ま
ち
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認
知
症
な
ど
支
援
の
必
要
な
方
が
増
え

て
い
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

孤
独
死
や
、
高
齢
者
虐
待
な
ど
の
悲
し

い
出
来
事
を
防
ぐ
た
め
に
、
地
域
で
の

見
守
り
、
声
掛
け
と
い
っ
た
地
域
の
つ

な
が
り
の
重
要
性
が
改
め
て
見
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
高
齢
者
の
居
場
所
と

し
て
の
サ
ロ
ン
な
ど
も
、
そ
の
必
用
性

や
効
果
の
理
解
が
進
み
、
立
ち
上
げ
の

動
き
が
活
発
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
、
元
気
な
高
齢
者
自
ら
が
担
い
手

と
な
り
、
主
体
的
に
見
守
り
や
サ
ロ
ン

な
ど
の
生
活
支
援
の
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
人
生
を
豊
か
に
し
、

自
ら
の
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
と
い
う
こ
と
を
悲
観

的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
人
生
経
験

の
豊
か
な
皆
さ
ん
が
地
域
で
活
躍
す
る
、

そ
ん
な
酒
田
市
で
あ
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
２
０
２
５

年
問
題
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

２
０
２
５
年
は
、
団
塊
の
世
代
と
呼
ば

れ
る
人
口
の
層
の
厚
い
年
代
が
75
歳
に

到
達
す
る
年
で
、
医
療
や
介
護
の
需
要

が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
厚
生

労
働
省
は
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
と
自

立
生
活
の
支
援
の
目
的
の
も
と
で
、
可

能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包

括
的
な
支
援・サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制（
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
昨
年
度
の
法
改
正

で
明
文
化
し
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の

た
め
に
は
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
補

い
き
れ
な
い
部
分
を
地
域
で
支
え
あ
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
も
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も

製
品
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ

て
い
ま
す
。

外
観
は
木
の
橋
に
見
え
ま
す
が
、

中
身
は
鉄
で
す
。
製
作
・
据
付
、

照
明
ま
で
手
掛
け
ま
し
た
。
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